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今
年
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
っ
た
。

先
が
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
全
国
の
な
か
ま
は
様
々

な
想
い
で
こ
の
一
年
を
過
ご

し
て
き
た
と
思
う
。一
日
も

早
く
不
安
の
な
い
平
穏
な

日
々
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
▼
一
方
、い
ま
生

活
で
き
て
い
る
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
だ
ろ
う
か
と
ふ
と

思
う
。医
療
関
係
者
は
い
う

に
及
ば
ず
、公
務
・
民
間
を

問
わ
ず
多
く
の
方
の
尽
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
。先
月
亡

く
な
っ
た
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん

は
「
人
間
、明
日
、必
ず
生
き

て
目
覚
め
る
と
い
う
保
証
は

何
も
な
い
」と
感
謝
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
く
▼
先
日

あ
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
観

た
。そ
こ
に
は
各
メ
ン
バ
ー

の
思
い
出
の
場
所
に
家
族
や

友
人
を
呼
び
目
の
前
で
感
謝

の
想
い
を
伝
え
る
シ
ー
ン
が

あ
っ
た
。苦
楽
を
と
も
に
し

た
人
と
交
わ
す
言
葉
や
抱
擁

に
、私
も
自
然
と
涙
が
溢
れ

た
が
同
時
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
て
い
た

自
分
に
気
づ
く
▼
私
た
ち
は

労
働
組
合
の
奮
闘
で
こ
こ
に

い
る
。い
ま
の
労
働
条
件
が

守
ら
れ
て
い
る
の
は
決
し
て

当
た
り
前
で
は
な
い
。と
も

す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
諸
先
輩
や
全
国
の
な
か
ま

の
日
々
の
奮
闘
に
対
す
る
感

謝
の
想
い
を
胸
に
気
持
ち
だ

け
で
な
く
行
動
に
示
し
て
来

年
も
奮
闘
し
あ
い
た
い（
Ｇ
）

　
女
性
の
働
き
方
や
生
活
様

式
の
選
択
肢
が
増
え
、女
性

が
抱
え
る
問
題
も
多
様
化
す

る
な
か
で
、か
つ
て
女
性
の

職
場
が
一
丸
と
な

っ
て
と
り
く
も
う

　
国
土
交
通
労
働
組
合
規
約
第
三
〇
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
、
第
十
一
回
中
央
委
員

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
公
示
す
る
。
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時
　
　
二
〇
二
二
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二
月
六
日
九
時
～
十
七
時

　
二
、
場
　
　
　
　
　
所
　
　「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
川
崎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
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大
宮
町
一
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電
話
〇
四
四
︱
五
四
〇
︱
一
二
五
〇

　
三
、
議
　
　
　
　
　
題
　
　
①
二
〇
二
二
年
春
闘
方
針
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
そ
の
他

　
四
、
そ
　
　
の
　
　
他
　
　
本
委
員
会
は
会
場
へ
の
参
集
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
困
難
な
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
参
加
も
可
能
と
し
ま
す

中
央
委
員
会
公
示

　

国
土
交
通
労
組
は
、
す
べ
て
の
職
員
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る

労
働
環
境
整
備
を
求
め
る
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
の
長
年
の
要
求
の
結
果
、
２
０
２
１
年
人
事
院
勧
告
時
の

公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
に
お
い
て
、
不
妊
治
療
と
仕
事

の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、「
出
⽣
サ
ポ
ー
ト
休
暇
」
の
新
設

や
、
非
常
勤
職
員
の
妊
娠
、
出
産
及
び
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
の
「
配
偶
者
出
産
休
暇
・
育
児
参
加
の
た
め
の
休

暇
」
が
新
設
す
る
と
と
も
に
、「
産
前
休
暇
・
産
後
休
暇
」
の
有

給
化
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。（
２
０
２
２
年
１
⽉
１
⽇
か
ら
施
⾏
）

【
非
常
勤
職
員
の

　
休
暇
新
設
や
休
暇

　 

　
有
給
化
の
内
容
】

出生サポート休暇についてのQ＆A出生サポート休暇についてのQ＆A

すべての職員が働き続けられるすべての職員が働き続けられる
職場にむけて職場にむけて～出生サポート休暇などの新設を勝ちとりました～～出生サポート休暇などの新設を勝ちとりました～

【
出
⽣
サ
ポ
ー
ト
休
暇

　
　
　
　 

　
の
内
容
】

・
配
偶
者
出
産
休
暇
の
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　（
有
給
）

　
男
性
職
員
は
、妻
の
出
産

　
に
係
る
入
院
な
ど
の
日
か

　
ら
出
産
日
後
２
週
間
を
経

　
過
す
る
日
ま
で
、妻
の
入

　
退
院
の
付
き
添
い
な
ど
の

　
た
め
、２
日
の
範
囲
内
で

　
取
得
可

・
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇

　
　
　
　
の
新
設
（
有
給
）

　
男
性
職
員
は
、妻
の
産
前

　
産
後
期
間
中
に
、そ
の
出

　
産
に
係
る
子
や
小
学
校
就

　
学
前
の
子
を
養
育
す
る
た

　
め
、５
日
の
範
囲
内
で
取

　
得
可

・
対
象
職
員

　
次
の
①
及
び
②
の
い
ず
れ

　
も
満
た
す
職
員
。①
勤
務

　
日
が
週
３
日
以
上
又
は
年

　
１
２
１
日
以
上
で
あ
る
非

　
常
職
員
、②
６
月
以
上
の

　
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る

　
又
は
６
月
以
上
継
続
勤
務

　
し
て
い
る
非
常
勤
職
員

・
産
前
休
暇
の
有
給
化

　
６
週
間
（
多
胎
妊
娠
14
週

　
間
）以
内
に
出
産
予
定
の

　
女
性
職
員
は
、予
定
日
の

　
６
週
間
（
多
胎
妊
娠
14
週

　
間
）前
か
ら
出
産
日
ま
で

　
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で
き

　
る
（
有
給
）

・
産
後
休
暇
の
有
給
化

　
女
性
職
員
が
出
産
し
た
場

　
合
、出
産
日
の
翌
日
か
ら

　
８
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

　
で
の
期
間
は
勤
務
す
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
（
た
だ

　
し
、産
後
６
週
間
を
経
過

　
し
、医
師
が
支
障
な
い
と

　
認
め
た
場
合
は
勤
務
で
き

　
る
）（
有
給
）

・
休
暇
の
日
数
（
有
給
）

　
常
勤
職
員
　
１
の
年
度
に

　
　
お
い
て
５
日
の
範
囲
内

　
非
常
勤
職
員
　
１
の
年
度

　
　
に
お
い
て
５
日
の
範
囲

　
　
内
（
体
外
受
精
及
び

　
　
顕
微
授
精
に
係
る
通
院

　
　
等
で
あ
る
場
合
は
、10

　
　
日
の
範
囲
内
）

・
使
用
事
由

　
不
妊
治
療
を
受
け
る
た
め

　
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
、

　
医
療
機
関
が
実
施
す
る

　
不
妊
治
療
に
関
す
る
説
明

　
会
へ
の
出
席
等
（
移
動
時

　
間
を
含
む
）

・
対
象
職
員

　
常
勤
職
員
　
全
て
の
職
員

　
非
常
勤
職
員
　
次
の
①
及

　
び
②
の
い
ず
れ
も
満
た
す

　
も
の
。①
勤
務
日
が
週
３

課
題
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の

多
く
は
、い
ま
、男
女
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。女

性
だ
け
で
は
な
く
、男
女
と

も
に
生
活
を
顧
み
な
い
労
働

実
態
を
改
善
し
、よ
り
多
く

の
人
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ

る
労
働
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、職
場
が
一
丸
と
な
っ
て

仕
事
と
生
活
の
調
和
に
む
け

た
と
り
く
み
を
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
労
組
は
、「
国
土

交
通
行
政
に
携
わ
る
女
性
の

労
働
条
件
改
善
を
求
め
る
基

本
要
求
」を
も
と
に
引
き
続

き
と
り
く
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　国土交通行政に携わる女性の労働条件改善を
　　　　　　　　　　　求める基本要求（抜粋）
（１）女性の採用・登用の拡大と昇任・昇格格差の解消について
　　【重点要求】○採用・登用拡大　○昇任・昇格格差是正
（２）仕事と生活の両立支援制度の充実について
　　【重点要求】○育児休業中の要員確保、当面の代替要員
　　　　　　　○子の看護休暇の取得条件と取得休暇日数の改善
　　　　　　　○介護休暇の拡充
（３）母性保護のための制度の充実について
　　【重点要求】○生理休暇の積極的取得
　　　　　　　○産前休暇・産後休暇中の要員確保
　　　　　　　○産前・産後における母体にリスクのない勤務
（４）男女とも働きやすい職場環境の整備について
　　【重点要求】○職場施設の充実　○各種ハラスメント防止
（５）定員外（非常勤）職員の労働条件改善について
　　【重点要求】○常勤職員との均等待遇実現と労働条件改善
　　　　　　　○常勤職員と同様の休暇・休業制度

Ｑ： 「通院等」には何が含まれますか。移動や⼊院も含まれるのでしょうか。
Ａ： 医療機関への通院、医療機関が実施する説明会への出席などをいい、
　　これらの通院や出席において必要と認められる移動を含みます。
　　また、⼊院も出⽣サポート休暇の対象となります。
Ｑ： 配偶者の不妊治療の付添い・送迎なども出⽣サポート休暇の対象
　　ですか？
Ａ： 職員本⼈が何ら治療を受けず、単に配偶者の通院に付き添うためだけの
　　場合は、出⽣サポート休暇の対象となりません。ただし、配偶者の診断結果やその後の
　　不妊治療の⽅針について医師から説明を聞く場合等は、不妊治療に含まれると解され、
　　出⽣サポート休暇の対象となります。
Ｑ： 休暇簿の「理由」欄はどのように書けば良いでしょうか。
Ａ： 休暇簿の「理由」欄については、通称（出⽣サポート休暇）や根拠条⽂を⽤いて記載する
　　ことも差し⽀えありません。

　
日
以
上
又
は
年
１
２
１
日

　
以
上
で
あ
る
非
常
勤
職

　
員
、②
６
月
以
上
の
任
期

　
が
定
め
ら
れ
て
い
る
又
は

　
６
月
以
上
継
続
勤
務
し
て

　
い
る
非
常
勤
職
員


